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１．2024年９月期第３四半期の連結業績（2023年10月１日～2024年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年９月期第３四半期 10,655 15.1 1,323 94.2 1,569 71.9 1,213 110.1
2023年９月期第３四半期 9,253 14.0 681 52.6 912 11.5 577 △17.9

(注) 包括利益 2024年９月期第３四半期 1,240百万円( 111.9％) 2023年９月期第３四半期 585百万円( 0.7％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年９月期第３四半期 73.78 ―
2023年９月期第３四半期 35.45 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年９月期第３四半期 20,901 10,116 48.4
2023年９月期 17,286 9,243 53.5

(参考) 自己資本 2024年９月期第３四半期 10,116百万円 2023年９月期 9,243百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年９月期 ― 0.00 ― 12.00 12.00
2024年９月期 ― 0.00 ―
2024年９月期(予想) 12.00 12.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2024年９月期の連結業績予想（2023年10月１日～2024年９月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,000 2.0 1,350 6.6 1,350 △14.2 939 △16.6 57.66

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2024年９月期３Ｑ 16,957,016株 2023年９月期 16,957,016株

② 期末自己株式数 2024年９月期３Ｑ 952,350株 2023年９月期 659,726株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年９月期３Ｑ 16,449,088株 2023年９月期３Ｑ 16,295,101株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 有

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績予想・配当等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び
合理的と判断する一定の条件に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく変動する可能
性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、添付資料P.３「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、各国の金融引き締めによる景気下振れリスクの拡大、中国経済

の停滞や根強いインフレによるコスト増加等、依然として不透明な状況が継続しました。

しかしながら、脱炭素化を背景に電気自動車向け部品やバッテリー等の投資や米国の産業政策を追い風とする設

備投資が堅調に推移したことにより、需要が継続いたしました。

このような環境下、当社グループの売上高は10,655百万円（前年同期比1,401百万円増）となりました。利益面で

は、部材の高騰や賃上げに伴うコストの増加が見られたことにより、利益が圧迫される一方で、増収による影響に

加えて既存製品のブラッシュアップ、価格改定を進める等、採算性の向上に努めた結果、営業利益が1,323百万円

（前年同期比642百万円増）、経常利益が1,569百万円（前年同期比656百万円増）となり、親会社株主に帰属する四

半期純利益が1,213百万円（前年同期比636百万円増）となりました。

品目別の営業の概況は次のとおりであります。

① 振動シミュレーションシステム

振動試験機市場におきましては、欧州及び米国における電気自動車向け大型案件に恵まれたことに加え、国内市

場におきましても、電気自動車関連や航空宇宙産業向けの設備投資需要が堅調に推移したことにより、受注高及び

売上高が共に増加しました。サービス部門におきましては、工事件数向上の取り組みにより、アンプ更新や保守点

検・修理サービスともに堅調に推移し、前年同期を上回りました。

以上の結果、この品目の売上高は7,554百万円（前年同期比767百万円増）となりました。

② テスト＆ソリューションサービス

当第３四半期連結累計期間におきましては、車載用バッテリーを中心に電気自動車関連や鉄道関連及び航空宇宙

関連の振動試験が堅調に推移しました。これらに加えて、EMC試験も伸長し、前年同期を上回る結果となりました。

以上の結果、この品目の売上高は2,103百万円（前年同期比272百万円増）となりました。

③ メジャリングシステム

当第３四半期連結累計期間におきましては、電子部品や半導体の部品確保及び生産対応の改善に加え、防災関連

の需要が堅調に推移したことにより、振動計や監視装置の売上高が伸長し、前年同期を上回りました。

以上の結果、この品目の売上高は997百万円（前年同期比361百万円増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第３四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末と比べ3,615百万円増加し、20,901百万円となり

ました。流動資産は、現預金が900百万円、営業債権が239百万円、棚卸資産が1,512百万円増加したことから前連結

会計年度末と比べ3,170百万円増加し、14,968百万円となりました。固定資産は、有形固定資産が327百万円増加し

たこと等により、前連結会計年度末と比べ444百万円増加し、5,933百万円となりました。

(負債)

当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末と比べ2,741百万円増加し、10,784百万円となり

ました。流動負債は、短期借入金が690百万円、契約負債が1,680百万円増加したことから前連結会計年度末と比べ

3,148百万円増加し、10,312百万円となりました。固定負債は、長期借入金が408百万円減少したことから前連結会

計年度末と比べ407百万円減少し、472百万円となりました。

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、利益剰余金が1,018百万円増加したことから、前連結会計年度末

と比べ873百万円増加し、10,116百万円となりました。この結果、自己資本比率は前連結会計年度末と比べ5.1ポイ

ント減少し48.4％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今

後様々な要因によって予想値と異なる結果となる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,175,711 3,076,063

受取手形及び売掛金 4,409,292 4,157,968

電子記録債権 826,093 1,317,253

製品 803,363 1,203,928

仕掛品 2,222,451 3,315,231

原材料 924,262 943,095

その他 438,870 957,010

貸倒引当金 △2,451 △2,481

流動資産合計 11,797,593 14,968,070

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,108,025 2,088,912

土地 1,935,656 1,935,656

その他（純額） 749,727 1,095,937

有形固定資産合計 4,793,410 5,120,507

無形固定資産

ソフトウエア 105,876 141,894

その他 4,277 4,192

無形固定資産合計 110,154 146,087

投資その他の資産 584,927 666,615

固定資産合計 5,488,492 5,933,209

資産合計 17,286,085 20,901,279

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,193,420 1,755,289

電子記録債務 1,058,771 1,243,397

短期借入金 2,060,000 2,750,000

1年内返済予定の長期借入金 629,900 748,450

未払金 470,309 266,931

未払費用 669,430 569,579

未払法人税等 217,994 305,224

未払消費税等 25,304 8,874

契約負債 643,887 2,324,659

製品保証引当金 59,000 86,000

株式報酬引当金 16,192 40,341

その他 118,904 213,335

流動負債合計 7,163,115 10,312,083

固定負債

長期借入金 570,807 162,334

長期未払金 175,529 175,529

資産除去債務 51,319 52,355

その他 81,984 82,061

固定負債合計 879,640 472,280

負債合計 8,042,756 10,784,363
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 464,817 464,817

資本剰余金 537,372 537,372

利益剰余金 8,392,241 9,410,276

自己株式 △142,948 △314,501

株主資本合計 9,251,483 10,097,965

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 26,542 31,358

為替換算調整勘定 △34,696 △12,406

その他の包括利益累計額合計 △8,153 18,951

純資産合計 9,243,329 10,116,916

負債純資産合計 17,286,085 20,901,279
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2022年10月１日
至 2023年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年10月１日
至 2024年６月30日)

売上高 9,253,712 10,655,259

売上原価 6,230,472 6,638,686

売上総利益 3,023,239 4,016,573

販売費及び一般管理費 2,341,458 2,692,679

営業利益 681,781 1,323,893

営業外収益

受取利息 7,104 6,612

受取配当金 3,141 1,525

為替差益 241,072 221,993

受取賃貸料 6,116 6,116

セミナー収入 9,040 9,479

雑収入 15,806 20,640

営業外収益合計 282,282 266,369

営業外費用

支払利息 8,748 11,583

セミナー費用 7,071 5,441

雑損失 5,950 831

貸倒引当金繰入額 29,381 2,385

その他 ― 881

営業外費用合計 51,152 21,123

経常利益 912,910 1,569,139

特別利益

固定資産売却益 482 315

投資有価証券売却益 19,771 ―

特別利益合計 20,253 315

特別損失

固定資産除却損 150,328 0

特別損失合計 150,328 0

税金等調整前四半期純利益 782,835 1,569,454

法人税、住民税及び事業税 246,672 400,678

法人税等調整額 △41,439 △44,826

法人税等合計 205,233 355,851

四半期純利益 577,601 1,213,602

親会社株主に帰属する四半期純利益 577,601 1,213,602
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2022年10月１日
至 2023年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年10月１日
至 2024年６月30日)

四半期純利益 577,601 1,213,602

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 7,612 4,815

為替換算調整勘定 317 22,289

その他の包括利益合計 7,929 27,104

四半期包括利益 585,531 1,240,707

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 585,531 1,240,707
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

四半期連結財務諸表は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４

条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成しております。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

当社及び連結子会社の事業は振動に関するシミュレーションシステムの製造・販売及び振動試験の受託並びに

メジャリングシステムの製造・販売であり、その事業全てが振動に関する単一事業であるため、セグメント情報

は記載しておりません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2022年10月１日
至 2023年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年10月１日
至 2024年６月30日)

減価償却費 385,978千円 407,042千円
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３．その他

生産、受注及び販売の状況

(生産実績)

期別
前第３四半期連結累計期間
(自 2022年10月１日
至 2023年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年10月１日
至 2024年６月30日) 前期比(％)

品目 金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％)

振動シミュレーションシステム 6,970,920 73.8 7,670,865 71.2 110.0

テスト＆ソリューションサービス 1,835,539 19.4 2,099,934 19.5 114.4

メジャリングシステム 636,275 6.8 998,915 9.3 157.0

計 9,442,734 100.0 10,769,715 100.0 114.1

(受注高実績)

期別
前第３四半期連結累計期間
(自 2022年10月１日
至 2023年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年10月１日
至 2024年６月30日) 前期比(％)

品目 金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％)

振動シミュレーションシステム 7,781,697 75.2 9,726,947 74.4 125.0

テスト＆ソリューションサービス 1,736,128 16.8 2,469,878 18.9 142.3

メジャリングシステム 831,502 8.0 870,465 6.7 104.7

計 10,349,327 100.0 13,067,290 100.0 126.3

(受注残高)

期別
前第３四半期連結累計期間
(自 2022年10月１日
至 2023年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年10月１日
至 2024年６月30日) 前期比(％)

品目 金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％)

振動シミュレーションシステム 6,256,139 87.3 8,782,160 89.2 140.4

テスト＆ソリューションサービス 316,809 4.4 679,795 6.9 214.6

メジャリングシステム 590,032 8.3 388,573 3.9 65.9

計 7,162,981 100.0 9,850,530 100.0 137.5

(販売実績)

期別
前第３四半期連結累計期間
(自 2022年10月１日
至 2023年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年10月１日
至 2024年６月30日) 前期比(％)

品目 金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％)

振動シミュレーションシステム 6,786,966 73.3 7,554,062 70.9 111.3

テスト＆ソリューションサービス 1,830,660 19.8 2,103,423 19.7 114.9

メジャリングシステム 636,085 6.9 997,773 9.4 156.9

計 9,253,712 100.0 10,655,259 100.0 115.1
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年８月８日

ＩＭＶ株式会社

取締役会 御中

有限責任監査法人 トーマツ

大阪事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 奥 村 孝 司

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 濵 中 愛

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているＩＭＶ株式会社の2023年10月1日から2024年9月30日

までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（2024年4月1日から2024年6月30日まで）及び第3四半期連結累計期間

（2023年10月1日から2024年6月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結

損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要

な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含

まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において

一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定

める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示

する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュ

ー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施

される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所

の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関す

る会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠し

て作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な

不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、

又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限

定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手し

た証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項

及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の

作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認

められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独

で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社(四半期決算短信開示会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


